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(57)【要約】
【課題】スケジュールに沿って生体情報の計測を行なう
場合の再計測の回数を低減する。
【解決手段】生体情報計測装置１は、予め設定される計
測スケジュール時刻となった場合には、この時刻におけ
る計測対象の生体情報である血圧値および心拍数を計測
し、正しい計測結果が得られない場合には再計測を行な
うとともに再計測回数をカウントする。計測後、計測ス
ケジュール時刻および当該時刻の再計測回数をスケジュ
ール処理装置２に送信する。スケジュール処理装置２の
判定部３５は、生体情報計測装置１からの計測スケジュ
ール時刻に関わる再計測回数が閾値以上である場合には
当該計測スケジュール時刻の再スケジューリング処理を
行ない、生体情報計測装置１からの計測スケジュール時
刻に再スケジューリング処理により変更済みの時刻を反
映させた計測スケジュール時刻を生体情報計測装置１に
送信する。
【選択図】　　　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　予め設定される計測スケジュール時刻に循環器系の生体情報を計測する生体情報計測ス
テップと、
　前記生体情報計測ステップによる計測結果が再計測を要する計測結果であった場合に現
在の計測スケジュール時刻における生体情報を再計測する再計測ステップと、
　前記計測スケジュール時刻および当該時刻における計測のための前記再計測ステップに
よる再計測回数を関連付けて管理する管理ステップと、
　前記管理ステップにより管理される計測スケジュール時刻のうち、当該時刻に関連付け
られる再計測回数が所定の基準値以上である時刻を異なる計測スケジュール時刻に再設定
する時刻再設定ステップと
を有することを特徴とする生体情報測定方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば上腕カフ式の携帯型血圧計を用いて血圧値などの生体情報を計測する
生体情報計測方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、携帯型血圧計を用いて日常生活の中で頻繁に血圧計測を行う場合、予め定めた一
定間隔で血圧計測を行うのが一般的である。例えば、市販の携帯型血圧計の中には、例え
ば非特許文献１に開示されるように、一日の２４時間をいくつかのブロックに分割し、各
ブロックで計測間隔を設定可能な製品がある。
【０００３】
　また、血圧監視を目的とした技術には、例えば特許文献１に開示されるように、一定間
隔で血圧計測を行なうものがある。
　ところで、血圧値や心拍数などの生体情報は多彩な要因で変動する値であるため、日常
生活の中には生体情報計測に不適切な状況がある。例えば、激しい運動中は正しい血圧値
や心拍数を計測することができない。また、計測の方式によっても血圧値や心拍数の計測
値に誤差を与える要因が変化する。例えば、一般的な上腕カフ式の血圧計の場合、血圧計
の装着者は、血圧値の計測中に腕のカを抜いておく必要がある。
【０００４】
　したがって、血圧計の装着者が、例えば車の運転中のような腕を使った動作を行ってい
る最中は、装着者の正しい血圧値や心拍数を得ることができない。そこで、市販品の中に
は、血圧計システムの中に加速度センサを組み込み、血圧計測中に予め定めたエラー条件
が検知された場合には計測エラーと判定して再計測を行う製品もある。
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－１０２２６４号公報
【０００６】
【非特許文献１】株式会社エー・アンド・デイ、携帯型自動血圧心拍計、[online]、[２
００８年６月９日検索]、インターネット＜ＵＲＬ：http://www.aandd.co.jp/adhome/pro
ducts/me/tm2425-2025.html＞
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかし、上腕カフ式の血圧計を用いる場合、計測のために血圧計装着者の上腕を圧迫す
るため、頻繁な再計測は血圧計装着者に負担となる。また、携帯型の機器を用いる場合、
電力消費も問題となるため、できるだけ再計測を避けることが望ましい。再計測を避ける
には、血圧計装着者が血圧計測エラーの原因となる行動を中止して、血圧計測に適する状
況を作り出す必要がある。
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【０００８】
　しかし、装着者が例えば車の運転中であって、血圧計測エラーの原因となる行動を中止
することが難しい場合には、何度も再計測が実施されることとなる。したがって、再計測
を減らすためには、一定間隔で計測を行うのではなく、適切な計測タイミングを設定する
ことが望ましい。
【０００９】
　そこで、本発明の目的は、スケジュールに沿って生体情報の計測を行なう場合の再計測
の回数を低減することが可能になる生体情報計測方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　すなわち、本発明に係わる生体情報計測方法は、予め設定される計測スケジュール時刻
に循環器系の生体情報を計測し、この計測結果が再計測を要する計測結果であった場合に
現在の計測スケジュール時刻における生体情報を再計測し、計測スケジュール時刻および
当該時刻における計測スケジュール時刻における計測のための再計測回数を関連付けて管
理し、この管理される計測スケジュール時刻のうち、当該時刻に関連付けられて前記管理
される再計測回数が所定の基準値以上である時刻を異なる計測スケジュール時刻に再設定
することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、スケジュールに沿って生体情報の計測を行なう場合の再計測の回数を
低減することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下図面により本発明の実施形態について説明する。　
　図１は、本発明の実施形態における生体情報計測装置の構成例を示すブロック図である
。　
　本発明の実施形態における生体情報計測装置１は上腕カフ式の計測装置である。図１に
示すように、生体情報計測装置１は装置全体の処理動作を司る制御部１１、入力装置１２
、表示装置１３、記憶装置１４、生体情報計測部１５、上腕カフ１６、計時部１７、再計
測指示部１８および通信インタフェース１９を備え、それぞれがバス２０を介して相互に
接続される。
【００１３】
　入力装置１２は例えばキーボードやマウスであり、表示装置１３は例えばディスプレイ
装置である。記憶装置１４は不揮発性メモリなどの記憶媒体であり、生体情報計測部１５
、計時部１７、再計測指示部１８および通信インタフェース１９による処理動作のための
プログラムを記憶する他、計測スケジュール時刻記憶部２１および計測情報記憶部２２を
有する。また、計時部１７は現在日時を計時する。
【００１４】
　図２は、本発明の実施形態における生体情報計測装置の記憶装置に記憶される計測スケ
ジュール時刻の一例を表形式で示す図である。　
　生体情報計測装置１の記憶装置１４の計測スケジュール時刻記憶部２１には、生体情報
計測部１５による生体情報の一日の間の計測タイミングである計測スケジュール時刻が記
憶される。この計測スケジュール時刻は入力装置１２に対する操作により任意に設定可能
であり、入力装置１２に対する所定の操作により表示装置１３に表示させることができる
。
【００１５】
　図３は、本発明の実施形態における生体情報計測装置の記憶装置に記憶される計測情報
の一例を表形式で示す図である。　
　生体情報計測装置１の記憶装置１４の計測情報記憶部２２には、生体情報計測部１５に
よる血圧値や心拍数の計測結果が計測時の計測スケジュール時刻が当該計測スケジュール
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時刻における再計測回数と関連付けられて記憶される。この計測情報は入力装置１２に対
する所定の操作により表示装置１３に表示させることができる。
【００１６】
　生体情報計測部１５は、計時部１７により計時する現在時刻が予め定められた計測スケ
ジュール時刻になるたびに、生体情報計測装置１の装着者の現在の計測スケジュール時刻
における生体情報、ここでは血圧値の最高血圧、最低血圧および心拍数を計測し、計測結
果を記憶装置１４の計測情報記憶部２２に記憶させる。
【００１７】
　ただし、再計測指示部１８は、生体情報計測部１５による計測結果が再計測を要する計
測結果であった場合には、同一の計測スケジュール時刻の生体情報の再計測を生体情報計
測部１５に指示する。
【００１８】
　また、再計測指示部１８は、生体情報計測部１５による再計測回数が所定の回数に達し
てもなお計測結果が再計測を要する計測結果であった場合には、計測が不可であるとみな
し、血圧値および心拍数の計測値を０とする。
【００１９】
　図３に示した例では、計測スケジュール時刻「１４：００」おいて、血圧値および心拍
数の再計測回数が所定の回数である３回に達しても計測結果が再計測を要する計測結果で
あったため、計測が不可であるとみなし、血圧値および心拍数の計測値を「０」としてい
る。　
　図４は、本発明の実施形態におけるスケジュール処理装置の構成例を示すブロック図で
ある。　
　図４に示すように、本発明の実施形態におけるスケジュール処理装置２は、装置全体の
処理動作を司る制御部３１、入力装置３２、表示装置３３、記憶装置３４、判定部３５、
再スケジューリング処理部３６および通信インタフェース３７を備え、それぞれがバス３
８を介して相互に接続される。
【００２０】
　入力装置３２は例えばキーボードやマウスであり、表示装置３３は例えばディスプレイ
装置である。記憶装置３４は不揮発性メモリなどの記憶媒体であり、判定部３５、再スケ
ジューリング処理部３６および通信インタフェース３７による処理動作のためのプログラ
ムを記憶する他、計測スケジュール時刻記憶部４１および計測情報記憶部４２を有する。
【００２１】
　判定部３５は、血圧値などの計測結果をもとに、計測スケジュール時刻の変更を要する
か否かを判定する。再スケジューリング処理部３６は、計測スケジュール時刻の変更を要
すると判定部３５が判定した場合には、変更対象の計測スケジュール時刻を変更する。
【００２２】
　つまり、本発明の実施形態では、多くの場合に生体情報計測装置１の装着者の日常生活
に生活パターンが存在することを利用して、生体情報の計測スケジュール時刻を再スケジ
ューリングする。例えば、生体情報計測装置１の装着者が通勤や買い物のために車の運転
中となる時刻については、大抵の場合は生体情報の再計測回数が多くなってしまう事が予
想される。したがって、再計測回数が多い時刻については計測を行わずに別の時刻に計測
を行なうよう再スケジューリングを行なう。具体的には、計測のトリガとなった計測スケ
ジュール時刻と当該計測スケジュール時刻での計測に要した再計測回数とを収集し、当該
再計測回数が一定の閾値以上となっても再計測を要する場合に、当該計測スケジュール時
刻を再スケジューリングする。
【００２３】
　次に、以上示した構成の生体情報計測装置１およびスケジュール処理装置２の動作につ
いて説明する。図５は、本発明の実施形態における生体情報計測装置の処理動作の一例を
示すフローチャートである。　
　ここでは、生体情報計測装置１の上腕カフ１６が装着者に装着されており、記憶装置１
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４の計測スケジュール時刻記憶部２１には初期状態の計測スケジュール時刻が記憶されて
いるものとする。
【００２４】
　まず、生体情報計測装置１の生体情報計測部１５は、計時部１７により計時される時刻
が、記憶装置１４の計測スケジュール時刻記憶部２１に記憶されるいずれかの計測スケジ
ュール時刻となった場合には（ステップＳ１のＹＥＳ）、当該計測スケジュール時刻を現
在の計測スケジュール時刻に設定し、この計測スケジュール時刻における計測対象生体情
報である血圧値の最高血圧、最低血圧および心拍数を計測する（ステップＳ２）。
【００２５】
　再計測指示部１８は、生体情報計測部１５による計測結果が再計測を要しない計測結果
である場合には（ステップＳ３のＹＥＳ）、生体情報計測部１５により正しい計測がなさ
れたとみなし、現在のスケジュール時刻における生体情報の各種情報を記憶装置１４の計
測情報記憶部２２に記録する（ステップＳ６）。
【００２６】
　一方、再計測指示部１８は、生体情報計測部１５による計測結果が再計測を要する計測
結果であった場合には、生体情報計測部１５により正しい計測がなされなかったとみなす
（ステップＳ３のＮＯ）。再計測を要する計測結果であった場合とは、例えば測定値が０
または０に近いなどの異常値であったなどの場合が挙げられる。
【００２７】
　再計測指示部１８は、現在の計測スケジュール時刻における再計測回数のカウント数を
記憶装置１４に記憶している。　
　再計測指示部１８は、当該再計測回数が所定の上限値、ここでは３回に達していない場
合には（ステップＳ４のＮＯ）、当該再計測回数のカウント数を１増やして更新し（ステ
ップＳ５）、生体情報の再計測を生体情報計測部１５に指示する。これにより、生体情報
計測部１５は、同一の計測スケジュール時刻の生体情報の再計測を行なう（ステップＳ５
→Ｓ２）。
【００２８】
　再計測指示部１８は、当該再計測回数が上限値である３回に達している場合には（ステ
ップＳ４のＹＥＳ）、現在の計測スケジュール時刻における生体情報の計測が不可能であ
ると判定し、現在のスケジュール時刻における生体情報の各種情報の測定値を「０」とし
て、記憶装置１４の計測情報記憶部２２に記録する（ステップＳ４→Ｓ６）。
【００２９】
　ステップＳ６の処理後、生体情報計測部１５は、一日間における最終計測が終了してい
ない、つまり一日間のうち、記憶装置１４の計測スケジュール時刻記憶部２１に記憶され
る計測スケジュール時刻のいずれかにおける生体情報が記憶装置１４の計測情報記憶部２
２に記録されていない場合には（ステップＳ７のＮＯ）、ステップＳ１の処理に戻る。
【００３０】
　一方、生体情報計測部１５による一日間における最終計測が終了した、つまり一日間の
うち、記憶装置１４の計測スケジュール時刻記憶部２１に記憶される全ての計測スケジュ
ール時刻における生体情報が記憶装置１４の計測情報記憶部２２に記録されている場合に
は（ステップＳ７のＹＥＳ）、通信インタフェース１９は、記憶装置１４の計測スケジュ
ール時刻記憶部２１に記録される計測スケジュール時刻および記憶装置１４の計測情報記
憶部２２に記録される計測情報をスケジュール処理装置２に送信する（ステップＳ８）。
【００３１】
　図６は、本発明の実施形態におけるスケジュール処理装置の処理動作の一例を示すフロ
ーチャートである。　
　スケジュール処理装置２の通信インタフェース３７は、生体情報計測装置１からの計測
スケジュール時刻および計測情報を受信した場合には（ステップＳ１１のＹＥＳ）、受信
した計測スケジュール時刻を記憶装置３４の計測スケジュール時刻記憶部４１に記録し、
受信した計測情報を記憶装置３４の計測情報記憶部４２に記録する（ステップＳ１２）。
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この記録された計測スケジュール時刻や計測情報は入力装置３２に対する所定の操作によ
り表示装置３３に表示させることができる。
【００３２】
　スケジュール処理装置２の判定部３５は、ユーザによる入力装置３２への操作により入
力された再スケジューリング開始コマンドを認識すると（ステップＳ１３）、記憶装置３
４の計測情報記憶部４２に記録された計測情報を取得する（ステップＳ１４）。
【００３３】
　判定部３５は、計測情報で示される計測スケジュール時刻における未選択の時刻のうち
最も早い時刻を現在の再スケジューリング判定対象の計測スケジュール時刻として選択し
（ステップＳ１５）、当該時刻に計測情報上で関連付けられる再計測回数を再スケジュー
リング判定対象の再計測回数として取得する（ステップＳ１６）。
【００３４】
　判定部３５は、判定対象の再計測回数が予め定めた閾値以上か否かを判定し（ステップ
Ｓ１７）、再計測回数が閾値以上である場合には（ステップＳ１７のＹＥＳ）、再スケジ
ューリング処理部３６は、現在の判定対象の計測スケジュール時刻の再スケジューリング
処理を行なう（ステップＳ１８）。
【００３５】
　ステップＳ１７の処理で用いる閾値は記憶装置３４に記憶されている。この閾値は入力
装置３２への操作により任意に設定できる。　
　本実施形態では、生体情報計測装置１は上腕カフ式であり、計測のたびに装着者の上腕
を圧迫するために頻繁な再計測は望ましくない事、また、あるスケジュール時刻における
再計測回数が１回の場合には、生体情報計測装置１の装着者が計測開始を認識して、血圧
計測が可能な状況にすることができる時間帯だと推測されるため、当該スケジュール時刻
の再スケジューリングは望ましくない事から、閾値としては２回が妥当である。
【００３６】
　ステップＳ１８の処理の詳細について説明する。図７は、本発明の実施形態におけるス
ケジュール処理装置による再スケジューリング処理の一例を示すフローチャートである。
　
　再スケジューリング処理部３６は、現在の判定対象の計測スケジュール時刻を変更が必
要な計測スケジュール時刻である変更対象時刻Ｘとして認識する（ステップＳ２１）。再
スケジューリング処理部３６は、記憶装置３４の計測スケジュール時刻記憶部４１に記憶
されている計測スケジュール時刻を参照し、変更対象時刻Ｘに相当する計測スケジュール
時刻の次の計測スケジュール時刻Ｙを認識する（ステップＳ２２）。
【００３７】
　再スケジューリング処理部３６は、認識済みの時刻Ｘと時刻Ｙの間の差分、つまり時間
の間隔Ｚを算出する（ステップＳ２３）。再スケジューリング処理部３６は、ステップＳ
２１の処理で認識した時刻Ｘに、ステップＳ２３の処理で算出した間隔Ｚの半分、つまり
Ｚ／２を足した時刻を、変更対象時刻Ｘに相当する計測スケジュール時刻に代わる新たな
計測スケジュール時刻Ｘ´として計算し（ステップＳ２４）、記憶装置３４の計測スケジ
ュール時刻記憶部４１に記憶されている計測スケジュール時刻における変更対象時刻Ｘに
相当する計測スケジュール時刻を計測スケジュール時刻Ｘ´に書き換える（ステップＳ２
５）。
【００３８】
　また、ステップＳ２３の処理において、変更対象時刻Ｘに相当する計測スケジュール時
刻が、記憶装置３４の計測スケジュール時刻記憶部４１に記憶されている最終の計測スケ
ジュール時刻である場合には、再スケジューリング処理部３６は、当該時刻より後の所定
の時刻を時刻Ｙとして間隔Ｚを算出する。
【００３９】
　また、各スケジュール時刻の間の間隔が例えば６０分間などと一定である場合には、当
該時間間隔の半分の値を時間の間隔Ｚとしてスケジュール処理装置２の記憶装置３４に記
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憶しておき、ステップＳ２３の処理において、間隔Ｚの値を記憶装置３４から読み出すよ
うにしてもよい。これによりステップＳ２３の処理の処理を簡略化できる。
【００４０】
　ステップＳ１８の処理後、もしくはステップＳ１７の処理で「ＮＯ」と判定された場合
は、判定部３５は、計測情報で示される計測スケジュール時刻における未選択の時刻のう
ち最終の時刻が選択済みでなければ（ステップＳ１９のＮＯ）ステップＳ１５の処理に戻
る。
【００４１】
　判定部３５により、最終の時刻が選択済みであれば（ステップＳ１９のＹＥＳ）、通信
インタフェース３７は、記憶装置３４の計測スケジュール時刻記憶部４１に記憶されてい
る計測スケジュール時刻を生体情報計測装置１に送信する（ステップＳ２０）。
【００４２】
　生体情報計測装置１の通信インタフェース１９は、スケジュール処理装置２からの計測
スケジュール時刻を受信した場合には（ステップＳ９のＹＥＳ）、記憶装置１４の計測ス
ケジュール時刻記憶部２１に記憶される計測スケジュール時刻を受信済みの計測スケジュ
ール時刻に書き換える（ステップＳ１０）。
【００４３】
　図８は、本発明の実施形態における生体情報計測装置の再スケジューリング処理部によ
り時刻が変更された計測情報の一例を表形式で示す図である。　
　図８に示した計測スケジュール時刻は、図２に示した計測スケジュール時刻のうち「１
５：００」がスケジュール処理装置２の再スケジューリング処理部３６により「１５：３
０」書き換えられている。
【００４４】
　これにより、生体情報計測装置１の生体情報計測部１５は、記憶装置１４の計測スケジ
ュール時刻記憶部２１に記憶される、書き換え済みの計測スケジュール時刻にしたがって
以後の生体情報の計測を行なうことになる。
【００４５】
　以上のように、本発明の実施形態における生体情報計測装置１およびスケジュール処理
装置２では、生体情報の各計測スケジュール時刻のうち、当該スケジュール時刻における
生体情報の計測に要する再計測回数が閾値以上であっても再計測を要する場合に、当該ス
ケジュール時刻を別のスケジュール時刻に変更する処理を行なうので、新たなセンサを用
いることなしに日常生活のパターンにあわせた計測スケジュール時刻の設定が可能となる
。これにより生体情報の計測における再計測を行なう回数を低減することができるように
なる。
【００４６】
　以上説明した実施形態では、生体情報の計測機能と計測スケジュール時刻の再スケジュ
ーリング機能を生体情報計測装置１とスケジュール処理装置２でそれぞれ実現する構成と
したが、これに限らず、生体情報の計測機能と計測スケジュール時刻の再スケジューリン
グ機能をともに実現する一体型の装置を用いても良い。
【００４７】
　なお、前記実施の形態は、本発明を血圧値や心拍数の計測に適用した場合について説明
したものであるが、これに限らず、循環器系の生体情報であれば、脈拍数や呼吸数などの
計測にも本発明を適用することが可能である。
【００４８】
　なお、この発明は前記実施形態そのままに限定されるものではなく実施段階ではその要
旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、前記実施形態に開示され
ている複数の構成要素の適宜な組み合わせにより種々の発明を形成できる。例えば、実施
形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を省略してもよい。更に、異なる実施形
態に亘る構成要素を適宜組み合せてもよい。
【図面の簡単な説明】
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【００４９】
【図１】本発明の実施形態における生体情報計測装置の構成例を示すブロック図。
【図２】本発明の実施形態における生体情報計測装置の記憶装置に記憶される計測スケジ
ュール時刻の一例を表形式で示す図。
【図３】本発明の実施形態における生体情報計測装置の記憶装置に記憶される計測情報の
一例を表形式で示す図。
【図４】本発明の実施形態におけるスケジュール処理装置の構成例を示すブロック図。
【図５】本発明の実施形態における生体情報計測装置の処理動作の一例を示すフローチャ
ート。
【図６】本発明の実施形態におけるスケジュール処理装置の処理動作の一例を示すフロー
チャート。
【図７】本発明の実施形態におけるスケジュール処理装置による再スケジューリング処理
の一例を示すフローチャート。
【図８】本発明の実施形態における生体情報計測装置の再スケジューリング処理部により
時刻が変更された計測情報の一例を表形式で示す図。
【符号の説明】
【００５０】
　１…生体情報計測装置、２…スケジュール処理装置、１１，３１…制御部、１２，３２
…入力装置、１３，３３…表示装置、１４，３４…記憶装置、１５…生体情報計測部、１
６…上腕カフ、１７…計時部、１８…再計測指示部、１９，３７…通信インタフェース、
２０，３８…バス、２１，４１…計測スケジュール時刻記憶部、２２，４２…計測情報記
憶部、３５…判定部、３６…再スケジューリング処理部。

【図１】 【図２】

【図３】
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要解决的问题：在按照时间表测量生物特征信息时，减少重新测量的次
数。 当预定的测量计划时间到来时，生物信息测量装置1测量此时作为
测量目标的生物信息的血压值和心率，并且获得正确的测量结果。 如果
不是，则执行重新测量并计算重新测量的次数。 在测量之后，将测量计
划时间和当时的再测量次数发送到计划处理装置2。 时间表处理装置2的
判定部35在来自生物信息测定装置1的与测定时间表时间有关的再测定次
数为阈值以上的情况下，进行测定时间表时间的再调度处理。 将通过重
新计划处理而改变的时间反映在测量计划时间中的测量计划时间被发送
到生物信息测量装置1。 [选择图]图2
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